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研究成果の概要（和文）： 
がんの克服を目指す研究への支援から始まり、平成 26 年度からは広く生命科学研究に携わる研
究者も対象として支援を展開した。その結果、総括支援活動では若手研究者の育成ならびに今
後研究支援に携わる可能性のある人材を育成し、国際学術交流を展開した。遺伝子改変マウス
の供給支援、がん組織をはじめバイオリソースの提供支援等により、多くの世界的・先端的研
究が展開された。日本を代表する疫学・ATL 研究では、得られた貴重な試料は 11 万検体を超え、
多くの研究者を支援し貴重な成果を生み出した。化学療法基盤支援、ゲノム・エピゲノム支援
は当初の目標を上回る成果を上げた。さらに市民講演会等により国民に支援の重要性を広報し
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We started this project first supporting scientists who aim to overcome cancer, and from 
2014 we extended our support to scientists in life sciences. The outcome has been as 
follows: General Support Group fostered young scientists and those who will be involved 
in research support in the future, and developed international academic exchanges. Our 
support services such as providing genetically modified mice and providing bioresources 
including cancer tissues enabled many scientists to conduct international and 
cutting-edge researches. All Japan Cohort Group and ATL Study Group (originated in Japan) 
collected more than 110,000 important samples and contributed for many scientists to 
produce their results. Chemotherapy Group and Genome and Epigenome Group also achieved 
more than their original goals. Further, we organized open lectures for general public 
to inform the importance of scientific support. 
 
研究分野：腫瘍学、免疫学、分子生物学 
 
キーワード：若手支援 国際研究者交流 遺伝子改変マウス 病理形態学 ゲノムコーホート

研究次世代分子解析技術 アカデミア創薬 ゲノム・エピゲノム解析支援 
 
１．研究開始当初の背景  
これまでがん特別研究・がん特定領域研究が
果たしてきた国内のがん研究者の連携と交
流を図るとともに、共通基盤的な分野での支
援を行うバーチャルな研究所という理念を
維持しつつ本支援活動の運営にあたる。新学
術領域や基盤研究でがんや腫瘍をキーワー
ドとして採択される研究者間の連携を図る
とともに、個別研究として国際的な研究成果
を生み出すための支援の仕組みを構築しよ
うとした。また、平成 26 年度からは、広く
生命科学研究に携わる研究者をも対象とし

て支援を展開した。 
 
２．研究の目的   
がんの克服を目指して以下の項目について
支援を展開した。平成 26 年度からは広く生
命科学研究に携わる研究者をも対象として
支援を展開した。 
(1)ボトムアップ型の個人研究を生かしなが
ら、がん研究者間のネットワークを構築し、
世界的な成果をあげる仕組みを構築する。 
(2)次世代の研究者育成事業及び海外のがん
研究者との交流を積極的に推進する。 
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(3)一般国民のがん研究に対する理解を深め
るような広報活動を行う。 
(4)がんの予防に向けた疫学研究等の長期的
な視野に立った、わが国にとって重要な研究
領域の支援・育成を行う。 
(5)基礎研究の成果が疾病の予防・診断・治
療に実を結ぶような研究を促進する。 
 
３．研究の方法  
(1)研究代表：活動全般の総括並びに支援説
明会、公開シンポジウム、市民公開講演会の
開催、領域内の各種会議を実施する。 
(2)総括支援：個々のがん研究者が国際競争
力を保持しつつより効率的な研究を行うた
め企画・国際交流・広報各委員会において研
究者間の情報交換や人的交流を促進する。が
ん若手ワークショップの実績を踏まえ若手
支援委員会の活動も更に促進し次代を担う
若手研究者の育成基盤を構築する。がん研究
を広報する出版事業や公開講座等も実施し
社会への発信を更に進める。 
(3)個体レベルでのがん研究支援：主にマウ
スを用いた研究の推進に向け質の高い技術
的支援を行うため CRISPR/Cas9法等を用いた
遺伝子改変マウス作製、各種モニタリング、
凍結保存・供給・クリーニング、病理形態学
研究に関する支援やワークショップ開催を
分担して実施し生命科学研究の国際的優位
性を維持する。 
(4)がん疫学・予防支援：分子疫学コホート
研究は生体試料等を用いた外部のがん研究
支援を強化する。他の先進国では感染者が少
なく組織的研究が行われていない ATL研究を
我国でさらに発展させるため、長年蓄積され
て来た研究試料と技術を国内研究者に提供
する。 
(5)臨床診断研究支援：がんの基礎研究によ
り得られた臨床診断・治療への可能性を示唆
する成果を速やかに社会還元するために組
織・血液バンクや情報の収集・提供支援の拡
充、各種診断アッセイ系の構築支援と先端的
技術の開発、検証試験に向けた他分野連携・
啓発を引続き行い、研究者間ネットワークの
迅速かつ動的な構築と普及を介した検証研
究支援を行う｡ 
(6)化学療法基盤支援：研究者による新規抗
がん物質発見の効率を高めることを目的と
し、がん細胞パネル・各種分子標的阻害系に
よる抗がん剤スクリーニング、化合物ライブ
ラリーの構築・整備・配布を行う｡これらの
化合物の活性・構造情報に加え、がん分子標
的薬開発情報や薬剤の制がん作用と関連す
る遺伝子発現変化をデータベース化し、ホー
ムページ上で情報提供を行う｡ 
(7)ゲノム・エピゲノム解析支援：がんゲノ
ム解析の飛躍的な進歩に伴い 400 種類以上の
遺伝子の異常が顕然となったことを受け、次
世代シークエンサーを用いたがん関連遺伝
子の体系的な変異解析の結果を、がんの存在
診断や病態解析に活用するための支援活動

を行う。また DNA メチル化、マイクロ RNA な
どのエピゲノム異常との関連を解明する研
究も支援する。 
 
４．研究成果 
(1)総括支援活動 
①支援対象者 
科学研究費腫瘍学分野や新学術領域で採択
された研究代表者を中心に、広く生命科学に
携わる研究者も含めて支援対象者とした。 
②公開シンポジウム 
毎年市民を対象とした公開シンポジウムを
開催した。 
③若手研究者ワークショップ 
毎年開催した。70 名以上が参加し活発な発表
討論が展開され、次世代の研究者・研究支援
候補者が育成された。 
④ 二国間ワークショップ 
毎年開催した。日独・日仏・日韓・日中の各
がんワークショップを開催した。 
⑤ 青少年市民公開講座 
毎年開催し、青少年にがん研究の重要性を感
じていただいた。（秋田市、福島市等） 
⑥がん研究読本 
最先端の研究を解り易く解説したがん研究
読本①～⑥をネット出版し、がん研究の一般
社会への発信を行った。 
 
(2)個体レベルでのがん研究支援活動 
①支援の成果 
トランスジェニックマウス作製（64 件）、
Flp/Cre によるアレル変換（128 件）、 
微生物モニタリング（4028 検体）、遺伝モニ
タリング（9780 検体）、保存・クリーニング
（261 系統）、病理形態学（162 件） 
②ワークショップ 
公開ワークショップを毎年開催し、支援方法
の充実を図った。 
 
(3)がん疫学・予防支援活動 
生体試料等を用いた外部のがん研究をはじ
めとした生活習慣病の克服に向けた研究の
支援を推進した。 
①対象者 
全国 12 の府県において 2015 年末までに 10
万 1千人の一般健常人をリクルートした。 
②支援の成果 
生活習慣と遺伝子多型を測定し、血清マーカ
ー・生活習慣行動の関連因子同定を支援した。 
③提携機関 
山形 GCOE コホート・鶴岡メタボロームコホ
ートと連携した。 
④テロメア長測定支援 10 件 
⑤aberrant crypt foci をバイオマーカーと
した大腸癌予防介入試験支援 12 件 
⑥創薬関連 
・化学予防介入研究で、非環式レチノイドの
第 II／III相試験において肝癌再発が有意に
抑制され、国内製造販売承認申請が開始され
た。 



・PSA 高値日本人に対する二重盲検試験を支
援し、大豆イソフラボン投与群において前立
腺癌罹患率低下が確認された。 
・アスベスト曝露作業集団の研究支援を通じ
中皮腫 1次スクリーニング用キットを開発支
援した。 
⑦ がん、痛風、2 型糖尿病などの研究支援
実績を上げた。 
⑧ 肥満と肝発癌関連実験モデル作成等がん

予防への研究支援を行った。 
 
(4) がん疫学・予防支援活動 HTLV-1 分野 
国内外の ATL 研究を支援して貢献した。 
①感染者検体のプロウイルス測定サービス、
検体供与等 
②患者検体の免疫解析 
③患者登録システム JSPFAD の維持運営、検
体供与 累積患者登録は 10,000 検体以上に
達した。 
④ATLワクチン療法やCCR4抗体治療研究の後
方支援を実施した。 
⑤HTLV-1 関連単クロン抗体の製造管理・新規
作成・抗体供与を実行した。 
⑥ 創薬関連 
Tax ワクチン療法の橋渡し研究が臨床試験段
階に達した。ATL 治療薬として CCR4 抗体が認
可され、治療実績から制御性 T細胞除去の重
要性が示された。 
 
(5)臨床診断研究支援活動 
組織染色、ELISA、GWAS、プロテオミクス、
血中 miRNA を用いた肺がん、中皮腫、膵がん
等の診断法検証を支援、年平均 13 編の論文
に貢献した。 
①臨床情報を備えたがん試料の収集 
凍結組織 1811 件、FFPE 組織 3598 件、血清・
DNA 4599 件血清 1238 件、ゲノム DNA 539 件 
②組織マイクロアレイを構築 
肺がん 450 例、大腸がん 600 例、胃がん 600
例、乳がん 520 例、腎・卵巣がん 402 例、膵
臓がん 258 例 
③網羅的蛋白解析や情報解析技術の提供・講
習会・啓発講演開催を毎年開催した。 
 
(6)化学療法基盤支援活動 
①寄託化合物の分子標的阻害活性評価 
依頼化合物制がん活性・分子標的阻害活性を
評価（のべ 1,122 アッセイ）。 
②標準阻害剤キット作製・配布 
標準阻害剤キット 4を作製して研究者に配付
した。 
③化学療法パイロットライブラリーの整
備・配付 
阻害剤・化合物ライブラリーを配付した。 
④データベース 
各種薬剤作用関連の遺伝子発現変動、がん新
薬開発情報等を DB 化して公開した。 
⑤シンポジウム開催 
アカデミア創薬関連シンポジウムを H23～
H27 年度開催した。 

 
(7)ゲノム・エピゲノム支援活動 
H25 年度より発足。H27 年度には小規模な科
研費課題への技術支援も多くなされた。 
① がん関連遺伝子変異解析 
腫瘍組織・FFPE 検体等の 409 がん関連遺伝子
の変異について 40 名の研究者から依頼をう
けて解析した。 
② エピゲノム解析 7 件 
③ microRNA 解析  
13 名の研究者から依頼を受けて解析した。 
④腫瘍組織・正常対照部・細胞株の DNA メチ
ル化解析 
7研究者から延べ1490検体の解析依頼があっ
た。 
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